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看護学部（１年Ⅱセメ）「解剖生理学実習」における効果的実習方法の試み
Attempt of effective educational method for“Practice of Anatomy and Physiology”

in Faculty of Nursing

東　照正1

要旨（要約）

　近年に大学に入学してくる学生はゆとり世代と称され、基礎学力の低下が指摘されている。一方、日本の医療現場
における看護は飛躍的に進歩・発展し、それにともなって、看護教育のあり方も大きく変貌してきた。初年次教育の
時期（１年生Ⅱセメ）に実施される「解剖生理学演習」は両者の橋渡し役・つなぎ材・接着剤の役目を担っている。
そこで、どのように実習を行い、その内容をいかに効果的に身に付けさせるかを検討した。実習目標ないし課題を勘
案しながら「実習の手引き」にまとめ、それによる実習の実施結果を検証したところ、良好な結果を得た。

受理日：2011年10月25日1　Terumasa HIGASHI 千里金蘭大学　看護学部　看護学科

　　　　　　キーワード：看護教育，解剖生理学演習，実習の手引き，効果的実習方法
　　　　　　　　　　　　nursing education, Practice of Anatomy and Physiology, guidance book of practice, 
　　　　　　　　　　　　effective practice method 

緒　言
－背景と目的－

　千里金蘭大学は「品格と資格」をキャッチフレーズ
に、女子教育100余年の伝統の下で、看護師・保健
師・助産師などを養成して、社会に貢献すること
を目標にしている１）。看護学部は平成20年度に開設さ
れ、平成23年４月には４期生が入学して完成年度を迎
えた２）。
　日本の看護は飛躍的に進歩・発展し、看護教育のあ
り方も大きく変貌してきた３）。チーム医療は、さまざ
まな職種の医療関係者が同じサイエンスを基盤にした
知識・技術を共有することで実現する。看護基礎教育
でも、平成21年度に引き続いて、平成24年度には再び
カリキュラム改正がなされる４）。その根本理念は、専
門知識教育の充実と人間教養教育の徹底である。本学
でも、看護界でのトップランナーの養成を目指して、
教育上のさまざまな工夫と取り組みを試みている。
　ところが、入学する学生に目を向けると、看護教育
の高度化について行くには甚だ心もとない。これは、
ゆとり教育に象徴される中高時代の基礎学力の低下
のためであろう５）。入学当初のアンケートで、生物Ⅰ
や化学Ⅰを未履修の学生が約20％に上る６）。その結果、
「比重って何？」とか「陰圧のイメージが掴めない」

といった学生が増えている。これは、生身の人間を肌
で感じるセンスの欠如につながり、引いては、看護学
をサイエンスの視点で捉えるときの支障になるであ
ろう７）。
　「解剖生理学」は初年次教育の時期に実施され、そ
の前にあった高校までの学びとその後に控える看護専
門分野の橋渡し役とも言える８）。特に、「解剖生理学
演習」には、実技・実践を通じて、知識の確認や技術
の習得と同時に、看護の対象を総合的に理解するため
のモチベーションの向上という、広義の役目がある。
そこで、今まで多くの教育者によって実習の工夫がな
されてきた９）10）。
　私も、効果的な実習のあり方を現実に即して検討し
てきた11）。まず、クローズアップすべき目標ないし課
題を整理すると以下のようになる。
（１）科目一貫性の維持：他科目と円滑に繋ぐ、実習
　　　全体の構成に一貫性を持たせる
（２）職業意識の高揚：看護倫理を学ぶ、専門職者意
　　　識を持たせる、医療安全の精神を養う
（３）積極性の強調：コミュニケーションを形成させ
　　　る、リーダーシップを取らせる、学生の積極性
　　　を引き出せるか
（４）習熟度の向上：十分にマスターさせる、教員・
　　　学生間の双方向性を保てるか
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（５）複数項目の導入：New Technologyを取り入れ
　　　る、できるだけ多くの項目を組み込む
（６）各種制約の克服：機器の量的制約、スペースの
　　　活用、多人数の学生への対応、少人数の教員で
　　　の運用
　本論文の目的は、看護学部の「解剖生理学演習」
（１年生Ⅱセメ）で行う効果的実習方法を、これらの
条件を勘案しながら「実習の手引き」にまとめること
にある。

方　法
－目標と課題を盛り込んだ実習の組み立て－

　上述の（１）～（６）を順次検討して、効果的な実習
方法を構築し、それを「実習の手引き」に反映させる
ことにした。

（１）科目一貫性の維持
　「解剖生理学演習」の目的は、１年生Ⅱセメに実
施され、看護学専門科目の基礎となる身体の構造
（しくみ）と機能（はたらき）を自ら実感すること
で、Ⅰセメ「解剖生理学」で得た知識を確認し、引
き続いて学ぶ病理学や薬理学などに役立てることで
ある（図１シラバス）。その「実習の手引き」を、表
紙、配置図、病院実習での心得、身だしなみの注意
（ユニフォーム着用時の留意点）、誓いの言葉、ロー
テーション表、複数の実習項目の実際、レポート課題、
参考資料で構成した（図２～12手引き全体）。

（２）職業意識の高揚
　平成20年の「看護基礎教育の充実に関する検討会報
告書」には、新カリキュラムとして「総合看護学」が
挙げられ、医療倫理、看護管理論（職業意識）、医療
安全が含まれている12）。そこで、「実習の手引き」を
作成するに当たっても、これらを盛り込むことに努
めた。
　医療倫理として、病院実習での心構え（図４）、実
習の考え方（図８－１：項目１～９）、誓いの言葉
（図５）を用意した。実習の考え方には特に守秘義務
の考え方を示した（図８－１：項目５）。誓いの言葉
はあえて自書して提出させる形式をとった（図５）。
　看護管理論（職業意識）として、身だしなみの注意、
各自の準備（図８－１：項目10～17）、出勤簿を模し
た出欠表（図６）、掃除の規定（図８－２：項目212～
214）を示した。携帯電話も病院内を想定して禁止

した（図８－１：項目16）。
　医療安全として、装置の準備（図８－１：項目18～
22）を盛り込み、また、手引書全体にわたって、航
空機のコックピットで実施している各項目への確認
チェック記入の様式を採用した（図８～12）。

（３）積極性の強調
　「総合看護学」の対人関係論、看護管理論（チーム
医療）を考慮した12）。
　対人関係論に相当する工夫としては、グループを組
んで実習テーマを順次ローテーションさせ、学生間で
コミュニケーションを取らせた（図７－１～７－２）。
　看護管理論については、全学生がどの実習テーマ
においても、患者役→看護師役→指導者役の順番で、
３週間にわたってそれぞれの役割を単独で経験する
ピア・エデュケーション方式を採用した。全員が患者
役と看護師役に引き続いて、指導者役を演じることで、
リーダーシップを経験せざるを得ないようみなる（図
７－２）。
　ややともすれば従属的になりがちな学生の積極性を
引き出すために、授業のスタートに当たって分厚い
実習の手引きを説明なしに与えて突き放し、この難
解なシステムを自力で理解するように仕向けた（図
２～12）。

（４）習熟度の向上
　授業開始３週間（第１－２週目の説明と第２－３週
目の練習）にわたる準備で万全を期し（図７－１）、
ピア・エデュケーション方式を実行し（図７－２：
項目215～221）、また、合格するまで繰り返して学生
－教員間をシャトルするレポートによって（図８－２、
図９）、実習内容を十分にマスターさせることを試
みた。また、前述の航空機コックピットで実施して
いる確認チェック記入もこの目的にかなっている（図
８～12）。
　教員・学生間の双方向性に配慮すると同時に、一方
では、質問への安易な回答を控えて、学生自らにあら
かじめ仮の解答を考察させるとか、患者役→看護師
役→指導者役→ティーチングアシスタント→教員とい
う連絡・指示系統を守らせるとか、実習中にレポート
を書かせないとか、節目での報告義務を徹底させると
いうように、一定のけじめを重視した（図８－１：項
目９、項目114）（図８－２：項目204、項目215）。
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（５）複数項目の導入
　「看護基礎教育の充実に関する検討会報告書」は先
端医療と看護の関係にも言及している12）。新しい時代
の看護師のあり方として、ナースプラクティショナー
（NP）や特定看護師のといった、ますますの業務拡
大がなされつつある13）。心電図の操作は従来から必須
であったが、その解析力を身に付けなければならない。
また、超音波断層撮影装置の扱いも要求されるように
なる。フィジカルアセスメント技術も本格的に習熟し
なければならない。
　Ⅰセメ分である16週から説明・練習の３週と予備の
１週を差し引くと、実習に当てられるのは12週となる。
３週間を１セットとして患者役→看護師役→指導者役
をこなすと、４テーマを実施することができる。これ
をさらに分割して、骨学、臓器解剖学、心電図、腹部
超音波断層撮影、呼吸音聴診、スパイログラム、遠隔
看護、フィジカルアセスメントなどの小テーマを組み
込ませた（図７－２、図８～12）。骨学、臓器解剖学
は、大阪大学医学部医学科での解剖実習見学とリンク
させることで、より大きな教育効果を期待した。また、
将来性のある腹部超音波断層撮影、スパイログラム、
遠隔看護、フィジカルアセスメントには力点を置いた。
このうちの腹部超音波断層撮影では、取り扱いに細心
の注意が必要なプローブを自由に操作させた（図10：
項目101～102、項目206）。

（６）各種制約の克服
　まず、１学年80～100名をＡ組とＢ組に分けて、そ
れぞれ１コマ90分で実習した。図７－１に示すように、
Ⅰセメ分である16週から説明・練習の３週と予備の１
週を差し引くと、実習に当てられるのは12週となる。
１学生につき３週間を１クールとして患者役→看護師
役→指導者役をこなしてもらうと、４テーマを実施す
ることができる（図７－２）。各テーマの時間配分は
図７－２の右上欄上方のとおりである。
　各テーマの装置を２組ずつに留めて、コストを抑え
た。患者役＋看護師役＋指導者役の３名を１グループ
と見なすと、１コマ内で１装置を２グループが使えば、
全員の実習が可能となる。
　専任教員としてこの科目を担当するのは男性教員１
名のみである。最初の３週間にわたる説明と練習で、
指導者役に自分の役目を十分に習熟させると、実習は
ほとんど教員抜きで進行する。心電図と腹部超音波断
層撮影には、大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻
博士前期課程に在籍する大学院生（女性、臨床検査技

師）をティーチングアシスタントとして配置し、電
極とプローブの位置確認だけを指導してもらった（図
８－１：項目101、項目111、図10：項目103）。
　実習場所は、生理学実習室（112.5m2、100名講義室
相当）と生理学準備室（56.5m2、50名講義室相当）を
充てたが、Ａ組あるいはＢ組の40～50名分として十分
のスペースが確保できた。

結果と考察
－作成した「実習の手引き」の評価－

　作成した「実習の手引き」によって行われた「解剖
生理学演習」の教育効果は非常に高かった。実習中は
まさに「感動と興奮の連続！」と表現しても過言では
なく１）、学生たちは大学１年生（高校４年生？）とし
ては抜群の自覚を保ち、半年間で著しい成長を見せた。
実習風景（遠隔看護の例）を図13－１、図13－２に
示す。
　実習目標ないし課題（１）～（６）に沿って、以下に
「実習の手引き」を検証する。

（１）科目一貫性の維持
　１年生Ⅰセメ「解剖生理学」で、心電図の基本、超
音波断層撮影の概略、スパイログラムの原理を解説
した。夏休み中に「実習の手引き」（15枚：全29ペー
ジ）を廊下に放置しておき、１枚ずつを取って綴じて
ファイル化することを各自にさせた。
　第1週目（図５－１では９月24日）の説明は最小限
にとどめ、実習の仕組みや各自の役割、振る舞いは自
己責任で読み解かせ、理解して行動させるように仕向
けた（図７－１）。必要に応じて補足説明を加えなが
ら、次の２週（図７－１では10月１、８日）で練習を
させたが、２回目には本番でのデータを取ることので
きるグループもあった。

（２）職業意識の高揚
　医療倫理の一環として自書させた誓いの言葉の提出
（図５）や、看護管理論（職業意識）の一環として企
画した出席表（出勤簿）の記入（図６）は順調であっ
た。また、身だしなみの注意（ユニフォーム着用時の
留意点）（図なし）は、基礎看護演習が行われる前に
もかかわらずよく守られていた。携帯電話の不使用
（図８－１：項目16）は、実習室のオーディオビデオ
装置の書字投影機能を使って、数回注意するだけで徹
底できた。このことも含めて、約束違反にはレッド
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カード・イエローカードを設定していたものの、ほと
んど使用することがなかった。
　航空機のコックピットで実施している各項目への確
認チェック記入を、医療安全として盛り込んだが（図
８～12）、機器の操作に集中するあまりにチェックが
おろそかになる傾向があった。それに代わって、学生
が克明に作成した自己マニュアルがはびこり、次のグ
ループに受け継がれていくことがあった。

（３）積極性の強調
　主体性がないと評されがちな世代であることを念頭
に、意図的に難解なシステムと分厚い実習の手引きを
課して突き放したが、熟読せざるを得ないことで、積
極性が養われる結果となった。グループでローテー
ションを組み、お互いのコミュニケーションを取るの
に、詳細な手引書がよき道しるべとなった。また、患
者役→看護師役→指導者役をこなしてのピア・エデュ
ケーション方式の採用で、否応なくリーダーシップを
発揮せざるを得ず、学生全員に満遍なく教育効果が現
れた（図７－１～７－２）。

（４）習熟度の向上
　スタート３週間をかけた十分な説明と練習は、その
後の実習の展開と習熟度の向上に大いに貢献した（図
７－１）。
　ピア・エデュケーションの乱れで、技術の伝承が伝
言ゲーム的になりかねないことがあった（図８～12）。
しかし、少人数の教員が多項目の実習内容を一定レベ
ル以上で修得させるという野心的試みはほぼ成功した
と自己評価している。
　教員への指示系統を守らせることと、質問への安易
な回答を避けることを、全スタッフが自覚することは
（図８－２、項目９）、教員・学生間の知的レベルで
の双方向性を高めるのに大いに役立った。レポートは、
完成するまで学生－教員間をシャトルさせたが（図
８－２、図９）、実習内容を十分にマスターさせる効
果があった。

（５）複数項目の導入
　テーマの組み方を工夫して、実習項目に多彩な内容
を盛り込んだ（図７－２、図８～12）。特に、将来性
のある腹部超音波断層撮影、遠隔看護、フィジカルア
セスメントには力点を置いた。
　心電図の操作は従来から必須であるが、解析力強化
のために４年間を通じて異常心電図の読み方を解説し

ている。学生は電気軸の理解に必要なベクトルなどで
苦しんでおり、大学入学までに数学的素養を身につけ
させる必要性を感じている。
　看護診断技術の一環としてのフィジカルアセスメン
ト技術は、今後もますます重要視されるが、本格的な
フィジカルイグザミネーションを経験させることがで
きた。その技術レベルについては、臨地実習の現場で
も高い評価を得ている。
　超音波断層撮影の実施によって臓器解剖学への関心
が高まったが、学生自身がその有用性を強く指摘して
いる１）。３年間で超音波断層撮影装置のプローブなど
に一切のトラブルはなく、弱冠18～19歳の若者達の医
療機器の取り扱いは、期待通りに秀逸であった（図
10：項目101～102、項目206）。
　遠隔看護では、スカイプテレビ電話による交信を
行い、また、医療データを無線送信した（図13－１、
図13－２）。ナースセンターから先生役が指示を出し、
患者宅の看護師役がそれにしたがって行動した。この
テーマと、自分が患者として体感できるスパイログラ
ムとが大好評であった（図14）。

（６）各種制約の克服
　１学年80～100名の実習を充実させるのには、１学
年を２組に分けて同じ実習を２度するのが最善の解決
方法であり、実際に、スムースに実習を行うことがで
きた（図７－１）。
　その基本的条件の下で、各テーマの装置は２組ずつ
の用意で済み、コストを抑えることができた。その分
を超音波断層撮影装置やスパイロメーターの用意に充
てることができた。
　原則的に、専任教員１名のみで指導することを目指
した。担当教員が男性であるため、心電図電極と腹部
超音波断層撮影プローブの位置確認のためのティーチ
ングアシスタント（大学院生、女性、臨床検査技師）
を配しただけで、この野心的試みはほぼ達成されたと
考える（図８－１：項目101、項目111、図10：項目
103）。最初の３週間にわたる説明と練習で、指導者役
に自分の役目を十分に習熟させると、実習はほとんど
教員抜きで進行した。ただし、初年度は、臨地実習が
始まっていなかったため、手の空いた看護教員が時折
サポートに入ってくれた。また、２期生の実習には、
たまたま授業のなかった上級生（１期生）がボラン
ティアとしてアシストしてくれた。このように、さま
ざまな援助があったことも事実である。
　全体を通じて、日々の伝達事項を逐一きめ細かく、
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オーディオビデオ装置で示したことが、軌道修正に大
いに役立った。そのためには、実習室には当該装置が
ファンダメンタルズとして必須である。

（７）検証用アンケート
　授業の最後には学生アンケートを行い、実習の検証
に役立てた（図14）。ピア・エデュケーションへの高
い評価があると同時に、予想していた通りに、「心電
図や腹部超音波断層撮影は教員が張りついて指導して
欲しかった」との要望もあった。半ばその通りだと思
うものの、一方で、学生の依存的な姿勢も問題である。
学年が進行したときに、どのような考えになっていく
のだろうか。
　レポートの裏に書かれた感想14）には、「こんなに早
期に看護の仕事を実感させてくれるとは思っていな
かった」、「１年生なのに本式の医療器械に接して、感
激した」、「ぜひ、後輩にも経験させてあげて」といっ
た言葉ももらった。大学案内１）に紹介したとおり、実
習はまさに「感動と興奮の連続！」であった。その流
れで生じる私語は極力制しないように配慮し、むしろ
雰囲気を壊さないことを心がけた。この実習を行うこ
とで、学生の成長は著しく、大学１年生としては抜群
の自覚をもって振舞えるようになり、教育効果は非常
に大きかったと確信する。実習風景の一端を図13－１、
図13－２に示す。

まとめ

　看護専門教育に資することを期待して、「解剖生理
学演習」における効果的かつ効率的な実習方法の構築
を試みた。実習目標と課題を挙げて、それを反映した
「実習の手引き」を構築し、実施結果を検証したとこ
ろ、良好な結果を得た。
　今後、さらに改良を加えることで、より完成度の高
い実習を目指したい。また、看護系教育機関で利用さ
れることを願って、広く情報を提供したい。使用して
いただいて、アドバイスを頂戴できれば幸いである。
（t-higashi@cs.kinran.ac.jp）
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図

　全ての図を末尾にまとめる。
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《A》
心電図
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《C》

先に、B3 or B13
後で、B4 or B14

先に、B1 or B11
後で、B2 or B12

先に、D1＋D2 or D11＋D12
後で、D3＋D4 or D13＋D14

先に、C3 or C13
後で、C4 or C14

先に、B1 or B11
後で、B2 or B12

先に、D3＋D4 or D13＋D14
後で、D1＋D2 or D11＋D12

装置
（合同）

呼吸音聴診
装置
（合同）

呼吸音聴診

先に、A1 or A11
後で、A2 or A12

先に、A3 or A13
後で、A4 or A14

２
３
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生
理
学
準
備
室

南
窓
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《初級コース》
1.　髪を染めない、厚化粧をしない、派手な服装をしない。

　  医療の世界では場違いです

2.　電車の中で化粧・飲食をしない。

  　公衆の面前での振舞い方を意識する

3.　歩道では群れて歩かない。

　  そのまま、中級コースに直結する

4.　人前で声高にしゃべらない、嬌声を上げない。

  　医療職・看護職の宿命を自覚する

5.　人の話は、姿勢を正して、黙って聴く。

　  授業中は私語をしない、携帯はマナーモードにして操作しない

《中級コース》
1.　病院では、ローカの真中を歩いてはいけない。

  　優先順位：①患者さん　②付き添っている人　③検体を持った人

2.　食堂には白衣を脱いで入る。

　  衛生のためだけではない

3.　食堂では病気の話をしてはいけない。

  　すぐ後ろに患者さんがいるかも･･･

4.　ローカで声高にしゃべらない、笑わない。

　  実習が終わったときが要注意！

5.　常に、背中の眼を開けておく。

  　「すみません、通してください」と言われたら、もう終わり

6.　病院で通用する唯一の正義は「患者さんの正義」です。

　  公式は一つだけ！

7.　病人は「患者さん」と呼ぼう。

  　「患者さん」と言えば、心はそのようになる

《上級コース》
1.　まず最初に、病院の案内図を覚える。

  　 I’m a new comer.  I’m a new comer.

2.　白衣を着て歩いているときは、ニコッ。

　  前方 10ｍのレーダー圏内に入った患者さんは、君達の受け持ち。

3.　「待たせる」「守らせる」から「待つ」「守る」へ。

  　病院で、生まれて初めて自分たち中心でない目にあう･･･かも

4.　それも･･･患者さんに気付かせたら、ダメ。

　  飲食店でバイトしたことのある人は分かっているデショ

《守秘義務》
1.　結局、問われるのは「ここはどこ？」「わたしはだあれ？」

　  “Science is what you know. Philosophy is what you don’t know.”

2.　その象徴として･･･「守秘義務」がある。

  　患者さんは、神経を研ぎ澄まさざるをえない

3.　「またいつもの新学期が始まった･･･」で、いいのですか？

  　この授業だけは、そうはいかない

4.　英国紳士は、3％しかいない？ 3％もいる？

　  新しい看護学部で･･･歴史・イメージを作るのは君たち

病院実習での心構え　―医療の品格―
（院内での守秘義務などについての注意）
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績
評
価
方
法
　
　
出
席
（
出
勤
）
点
：
5点
×
12
回
＝
60
点
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、
実
習
（
勤
務
）
態
度
に
よ
っ
て
減
点
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ポ
ー
ト
（
看
護
記
録
）
：
10
点
×
4回
＝
40
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
：
10
0点
満
点

届
出
先
 

担
当
教
員
　
　
東
　
照
正
  

 
 

届
出
内
容
　
学
籍
番
号
、
氏
名
 

 
 

連
絡
先
　
　
　
06
‒6
87
2‒
74
42
　
 　
 t-
hi
ga
sh
i@
cs
.k
in
ra
n.
ac
.jp
 　
　
＊
月
＊
日
、
欠
席
し
ま
す
 

 

【
記
入
方
法
】該
当
欄
に
、以
下
の
記
号
を
書
き
込
む
　
←
注
意！

 ： 
書
き
込
み
の
な
い
人
は「
×
」と
見
な
す
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出
欠
表（
出
勤
簿
）　
【
１
枚
目
】
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「解剖生理学演習」の工夫



図
７
－
１

図
７
－
２

【
学
生
の
名
称
　
　
例
：
A
p1
】  

 
 

 
A
：
テ
ー
マ
A
 ：
3
週
間
で
、
テ
ー
マ
が
A
→
B→
C→
D
に
よう
に
移
る
 

 
 

 
p：
pa
tie
nt
（
患
者
さ
ん
の
役
）
n：
nu
rs
e（
看
護
師
の
役
）　
ｔ：
te
ac
he
r（
指
導
者
の
役
） 

1：
実
習
番
号
1　
1
～
4
が
あ
る
　
1、
4に
限
っ
て
、
1-
1、
1-
2、
4-
1、
4-
2の
こ
とも
あ
る
 

 
 

 
　
自
分
の
番
号
は
ず
っと
変
わ
ら
な
い
 

 
 

 
【
テ
ー
マ
】 

 
 

 
 

4
つ
（
A
、
B、
C、
D
）
あ
る
 　
原
則
的
に
、
同
じ
装
置
が
2セ
ット
（
装
置Ⅰ
、
装
置
Ⅱ
）
あ
る
  

 
【
学
生
】 

 
 

 
 

Ａ
～
Ｄ
に
4
人
ず
つ
（
実
習
番
号
1
～
4）
　
4
人
は
2
人
ず
つ
に
分
か
れ
る
 

 
 

　
　（
装
置Ⅰ
：
実
習
番
号
1
～
2）
　（
装
置
Ⅱ：
実
習
番
号
3
～
4）
 

 
実
習
番
号
の
奇
数
が
前
半
に
、
偶
数
が
後
半
に
測
定
す
る
 

 
 

 
 

【
流
れ
】 

 
 

 
 

 
1
人
の
学
生
が
、
1テ
ー
マ
を
p→
n→
tと
3
週
に
わ
た
っ
て
経
験
す
る
 

 
 

 
 

3
週
間
で
、
A
→
B→
C→
D
に
よう
に
移
っ
て
い
く
 

 
 

 
【
グ
ル
ー
プ
】 
 

 
 

 
「
A
p1
－
A
n1
－
A
t1
」
の
よう
に
、
3
人
一
組
に
な
る
 

 
 

 
 

 
し
た
が
っ
て
、
A
、
B、
C、
D
とも
に
・
・
・
 
 

 
 

 
（
学
生
：ｐ
1、
n1
、ｔ
1）
＋（
学
生
：ｐ
2、
n2
、ｔ
2）
の
6
名
 

 
 

 
 

（
学
生
：ｐ
3、
n3
、ｔ
3）
＋（
学
生
：ｐ
4、
n4
、ｔ
4）
の
6
名
 

 
 

 
 

　
・
・
・
が
そ
れ
ぞ
れ
1グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
動
き
、
助
け
合
う
 
 

 
 

【
注
意
事
項
】 
 

 
 

 
10
/1
5の
「
t」
は
責
任
重
大！
→
10
/1
、
10
/8
に
十
分
練
習
し
て
、
マ
ス
タ
ー
し
て
お
く
 

 
 

 
 

「
n」
は
「
そ
の
日
に
で
き
れ
ば
よ
い
」
の
で
は
な
い！
→
次
週
に
は
自
分
が
「
t」
と
な
る
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図
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「解剖生理学演習」の工夫



図
９

図
10
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図
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図
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「解剖生理学演習」の工夫



図
1３
－
１

図
14

図
1３
－
２

非
常
に
良
い

実
習
項
目

理
解
度
は・
・・

心
電
図

（
　
良
か
っ
た
　
　
ふ
つ
う
　
　
悪
か
っ
た
　
）

そ
の
原
因
の
所
在
は・
・・

（
　
自
分
自
身
　
　
授
業
シ
ス
テ
ム
　
）

超
音
波

（
　
良
か
っ
た
　
　
ふ
つ
う
　
　
悪
か
っ
た
　
）
（
　
自
分
自
身
　
　
授
業
シ
ス
テ
ム
　
）

フィ
ジ
カ
ル・
イグ
ザ
ミネ
ー
ショ
ン
（
　
良
か
っ
た
　
　
ふ
つ
う
　
　
悪
か
っ
た
　
）
（
　
自
分
自
身
　
　
授
業
シ
ス
テ
ム
　
）

骨
学・
臓
器
学

（
　
良
か
っ
た
　
　
ふ
つ
う
　
　
悪
か
っ
た
　
）
（
　
自
分
自
身
　
　
授
業
シ
ス
テ
ム
　
）

良
い

ふ
つ
う

悪
い

非
常
に
悪
い

①
pn
tの
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョン
方
式

②「
実
習
の
手
引
き
」の
出
来
栄
え

③
項
目
ご
と
の
チ
ェッ
ク
記
入
方
式

④
誓
約
書
の
あ
り
方

⑤
出
欠
を
出
勤・
欠
勤
と
み
な
す
考
え
方

⑥
照
ジ
ィ
の
指
導
方
法

⑦
学
生
の
騒
が
し
さ
へ
の
警
告
の
仕
方

⑧
３
人
の
サ
ポ
ート
の
先
生
方

⑨
学
生
数
と
部
屋
の
ス
ペ
ー
ス
の
バ
ラ
ン
ス

⑩
実
習
４
項
目
の
妥
当
性

⑪
後
輩
へ
も
実
施

平
成
22
年
度
 「
解
剖
生
理
学
演
習
」 
ア
ン
ケ
ート
（
無
記
名
で
か
ま
い
ま
せ
ん・
・・・
・今
後
の
参
考
に
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
 →
1月
28
日
ま
で
に
、レ
ポ
ート
提
出
ボ
ック
ス
の
最
上
段（
A
 ： 
心
電
図
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
２
】以
下
の
項
目
の
良
し
悪
し
に
つ
い
て
○
を
入
れ
て
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
３
】そ
の
他
に
、授
業
とし
て
評
価
で
き
る
点
、今
後
改
良
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、書
い
て
く
だ
さ
い
。

【
４
】照
ジ
ィ
へ
の
メッ
セ
ー
ジ
、自
分
の
こ
と
、そ
の
他
、何
で
も
い
い
で
す
か
ら
、ウ
ラ
面
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　（
返
事
が
欲
し
い
時
や
、差
し
支
え
が
な
け
れ
ば
、お
名
前
も
…
）

【
１
】実
習
項
目
の
理
解
度
と
そ
の
原
因
　（
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
）
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